
式
で
は
長
寿
祈
願
祭
に
続
い

て
井
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
平
川
会
長
が
歓
迎
の
挨
拶
。

最
高
齢
者
の
増
尾
ア
サ
ヨ
さ
ん

や
米
寿
記
念
・
金
婚
記
念
対
象

者
の
紹
介
等
が
行
わ
れ
た
。

倉
掛
か
ら
は
十
人
の
お
年
寄

り
が
出
席
。
足
次
老
人
ク
ラ
ブ

の
妹
尾
磯
吉
会
長
（
倉
掛
９

組
）
が
代
表
謝
辞
を
述
べ
、
婦

人
会
役
員
ら
の
お
世
話
で
演
芸

な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

少
年
団
・
育
成
会
・
サ
ロ
ン

あ
す
は
の
三
世
代
交
流
を
目
的

と
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
九
月
二
日
、
郷

社
足
次
山
神
社
の
境
内
で

開
か
れ
、
五
十
三
人
が
参

加
し
た
。

こ
の
日
の
コ
ー
ス
設
定

は
特
に
難
し
く
、
ボ
ー
ル

が
枯
葉
の
中
に
入
っ
た

り
、
障
害
物
に
当
た
っ
て

後
退
す
る
な
ど
、
珍
プ
レ

ー
だ
ら
け
。
暑
さ
に
気
を

配
り
な
が
ら
熱
戦
を
展
開

し
た
結
果
、
少
年
団
の
部

は
六
年
の
黒
崎
ふ
た
ば
さ
ん
が

圧
勝
し
た
。

井
原
市
上
出
部
町
出
身
で
日

本
活
断
層
学
会
の
初
代
会
長
を

務
め
た
岡
田
篤
正
氏
（
京
都
大

学
名
誉
教
授
）
を
招
い
て
の
防

災
講
演
会
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ

フ
井
原
メ
ル
ヘ
ン
ホ
ー
ル
で
十

月
二
十
日
、
つ
ど
え
～
る
及
び

井
原
市
の
主
催
で
開
か
れ
る
。

演
題
は
「
西
日
本
の
大
地
震

と
活
断
層
」
。
東
南
海
地
震
や

原
発
直
下
の
活
断
層
が
不
安
視

さ
れ
る
中
、
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
被
害
想
定
を
絡
め
た
岡
田

氏
の
解
説
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
。

入
場
無
料
。
開
場
は
午
後
一

時
、
講
演
は
同
一
時
三
十
分
か

ら
。
資
料
の
配
布
や
活
断
層
関

連
の
展
示
も
あ
る
。

地
域
や
団
体
が
抱
え
る
問
題

等
に
つ
い
て
話
し
合
う
つ
ど
え

～
る
交
流
会
が
九
月
二
十
一

日
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
倉
掛
自
治
連
合
会
役
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
四
十
三
人

が
参
加
し
た
。

倉
掛
１
組
の
川
相
肇
さ
ん
は

「
井
原
は
観
光
に
来
ら
れ
た
方

の
た
め
の
ト
イ
レ
が
少
な
い
」

と
指
摘
。
井
原
市
文
化
協
会
洋

画
部
の
藤
井
莞
二
さ
ん
（
井
原

町
本
町
）
は
「
洒
落
た
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
が
欲
し
い
」
と
要

望
。
サ
ロ
ン
あ
す
は
の
妹
尾
一

成
代
表
は
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
を
年
十
回
以
上
開

催
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
だ

が
、
地
元
役
員
に
と
っ
て
は
苦

痛
」
と
し
て
、
今
後
は
回
数
を

減
ら
す
な
ど
、
運
営
面
で
の
負

担
軽
減
を
訴
え
た
。

井
原
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好

会
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
九
月
二

十
三
日
に
井
原
小
学
校
で
行
わ

れ
、
Ａ
コ
ー
ト
は
倉
掛
チ
ー
ム

が
優
勝
し
た
。

１
回
戦
の
不
戦
勝
で
労
せ
ず

勝
ち
上
が
っ
た
倉
掛
。
岩
野
と

の
決
勝
戦
は
入
念
な
ウ
オ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
の
甲
斐
も
あ
っ
て

攻
守
と
も
に
動
き
が
よ
く
、
強

打
を
誇
る
岩
野
を
１
８
対
８
で

下
し
た
。

シ
ー
ズ
ン
最
優
秀
選
手
は
、

こ
の
日
も
好
投
し
、
ホ
ー
ム
ラ

ン
を
含
む
４
打
数
４
安
打
と
活

躍
し
た
小
川
泰
之
さ
ん
（
倉
掛

１
組
）
に
決
ま
っ
た
。
倉
掛
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
の
細
羽
正

敏
監
督
は
「
十
一
月
の
井
原
公

民
館
杯
も
今
の
勢
い
を
持
続
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／山岡弘幸

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

協力／中国新聞井原販売所 倉 掛 新 聞

井
原
地
区
敬
老
会
が
井
原
サ
ン
サ
ン
交
流
館
で
九
月
十

六
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
自
治
連
合
協
議
会
、
井
原
婦

人
会
の
主
催
で
行
わ
れ
、
約
二
百
六
十
人
が
出
席
し
た
。

倉掛ソフトボール同好会

つ

ど

え

～

る

交

流

会

「
サ
ロ
ン
の
負
担
軽
減
を
」

婦
人
会
役
員
が
お
世
話

《倉掛ご長寿番付》
10月14日現在 敬称略

岡
田
氏
が
防
災
講
演

10
月
20
日
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
で

少
年
団
は
黒
崎
さ
ん
優
勝

三

世

代

Ｇ

Ｇ

交

流

会

井原地区
敬 老 会

ヒットを放つ15-1組渡辺伸太郎選手

グラウンドゴルフ成績

少
年
団

① 黒崎ふたば ５７

② 西村 綾乃 ６５

③ 渡辺 碧依 ６５

④ 倉橋 未玖 ６６

⑤ 吉岡 弥沙 ６６

⑥ 入江 太陽 ６９

育
成
会

① 大坪 正和 ５１

② 新谷 泰規 ５７

③ 濱田 竜雄 ５７

④ 黒崎 英夫 ５８

⑤ 川相 順子 ５９

⑥ 吉岡富貴子 ６１

サ
ロ
ン

① 山岡由紀恵 ５１

② 田原耕太郎 ５４

③ 妹尾 一成 ５５

④ 丸山 節子 ５５

⑤ 井上 純志 ５６

⑥ 西村 敏明 ５６

郷社境内で行われたグラウンドゴルフ

演
芸
を
楽
し
む
出
席
者
ら
。
円
内
は
足
次

老
人
ク
ラ
ブ
の
妹
尾
磯
吉
会
長

最優秀選手は１組小川さん

 今井 岩男(98)４ 組
 實森 静江(96)５-2組
 片岡 春枝(95)11 組
 黒田 とみ(95)８ 組
 今井二三子(95)４ 組
 若林恵美子(93)２ 組
 田中真佐枝(93)15-1組
 安原 久子(93)10 組
 渡辺ヤチエ(92)15-2組
 三宅 清香(92)９ 組
 大久保 格(92)８ 組
 妹尾八重子(92)８ 組
 田中ユキコ(91)８ 組
 川田 玉枝(91)16 組
 若林 義夫(91)10 組
 山本 君枝(90)13-1組
 瀬川 秋子(90)18-1組
 藤井八重子(89)13-3組
 下宮 清子(89)５-1組
 山岡 許恵(89)17 組
 小林八重子(89)13-1組
 大久保政子(89)８ 組
 田中ミツコ(89)15-1組
 谷本 肇(88)13-3組
 佐能ミツエ(88)５-2組
 川相 良子(88)５-2組
 森 奎吾(88)18-2組
 井上 伴枝(88)15-2組
 関戸 良香(88)４ 組
 倉橋 稔(88)ｸﾞﾗｽﾊｲﾑ



倉
掛
山
岳
同
好
会
の
関
係
者

十
七
人
が
九
月
十
六
日
、
鳥
取

県
三
朝
町
の
三
徳
山
・
三
佛
寺

参
拝
登
山
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
難

コ
ー
ス
を
ク
リ
ア
し
て
全
員
が

標
高
５
２
０
ｍ
の
奥
の
院
投
入

堂
地
点
＝
写
真
下
＝
ま
で
登
り

切
っ
た
。

つ
ど
え
～
る
を
午
前
六
時
三

十
分
に
出
発
し
た
一
行
は
、
同

九
時
十
分
に
麓
へ
到
着
。
参
詣

者
受
付
案
内
所
で
拝
観
志
納
金

一
人
六
百
円
を
払
い
、
六
根
清

浄
と
記
さ
れ
た
輪
袈
裟
を
掛
け

て
山
門
か
ら
修
験
道
へ
。

参
拝
事
務
所
で
の
靴
の
チ
ェ

ッ
ク
は
全
員
合
格
。
底
が
平
ら

で
滑
り
や
す
く
不
適
格
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
草
鞋
（
わ
ら

じ
）
を
五
百
円
で
買
い
、
そ

れ
を
履
く
こ
と
で
許
可
が
下

り
る
と
い
う
仕
組
み
。

噂
に
聞
い
て
い
た
山
道
は

高
低
差
２
０
０
ｍ
距
離
６
６

０
ｍ
な
が
ら
、
か
ず
ら
坂
、

く
さ
り
坂
、
馬
の
背
、
牛
の

背
と
続
き
、
全
身
を
使
っ
て

登
る
そ
の
険
し
さ
に
タ
フ
な

メ
ン
バ
ー
も
ビ
ッ
ク
リ
。
足

元
が
滑
り
や
す
い
断
崖
絶
壁

の
滑
落
現
場
を
覗
き
込
み
「
こ

り
ゃ
ー
雨
の
日
は
登
れ
ん
」
な

ど
と
話
し
な
が
ら
、
単
独
登
山

が
禁
止
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

納
得
。
国
宝
投
入
堂
を
仰
ぐ
こ

と
が
で
き
る
地
点
へ
は
四
苦
八

苦
し
つ
つ
も
約
一
時
間
で
全
員

が
到
着
し
、
絶
景
を
堪
能
。
慎

重
さ
が
求
め
ら
れ
る
下
山
に
も

同
様
の
時
間
を
要
し
た
。

信
仰
の
山
と
い
う
関
係
か
ら

三
徳
山
は
中
高
年
が
多
い
と
予

想
さ
れ
て
い
た
が
、
逆
に
山
ガ

ー
ル
と
呼
ば
れ
る
華
や
か
な
二

十
代
の
女
性
ら
、
若
い
登
山
グ

ル
ー
プ
が
目
立
っ
た
。

国
民
宿
舎
ブ
ラ
ン
ナ
ー
ル
み

さ
さ
の
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
と
ラ
ン

チ
バ
イ
キ
ン
グ
で
疲
れ
を
癒

し
、
砂
の
美
術
館
を
見
学
後
、

一
路
井
原
へ
。
午
後
八
時
に
つ

ど
え
～
る
へ
戻
っ
た
。

倉
掛
山
岳
同
好
会
世
話
人
の

山
本
勝
己
さ
ん
は
「
き
ょ
う
の

登
山
は
皆
さ
ん
記
憶
に
残
る
で

し
ょ
う
。
来
年
の
十
回
記
念
登

山
ツ
ア
ー
に
も
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
る
。

井
原
市
民
体
育
祭
が
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
で
十
月
七
日
、

市
内
十
三
地
区
の
選
手
ら
が
参

加
し
て
開
か
れ
、
十
七
種
目
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

昨
年
８
位
と
低
迷
し
た
井
原

地
区
は
今
年
、
序
盤
か
ら
各
リ

レ
ー
種
目
で
高
得
点
を
獲
得
す

る
な
ど
好
調
な
滑
り
出
し
を
み

せ
、
平
成
十
九
年
以
来
五
年
ぶ

り
に
優
勝
を
飾
っ
た
。

倉
掛
か
ら
は
男
女
十
三
人
が

八
種
目
に
出
場
。
今
年
新
た
に

採
用
さ
れ
た
「
地
域
防
災
リ
レ

ー
」
な
ど
で
も
活
躍
し
た
。

倉
掛
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
は
、

こ
れ
ま
で
学
習
し
た
知
識
を
役

立
て
よ
う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
年
賀
状
作
成
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
（
実
費
要
）
。
た
だ
し

年
賀
状
を
書
く
の
が
困
難
な
高

齢
者
ら
よ
り
要
望
が
あ
っ
た
場

合
に
限
定
。

文
面
や
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
な

ど
を
相
談
し
、
仕
上
が
り
を
確

認
し
て
印
刷
す
る
。
は
が
き
は

持
参
が
原
則
。
購
入
代
行
も

可
。
希
望
者
に
は
表
書
き
印
刷

も
行
う
が
、
宛
名
の
住
所
氏
名

提
出
が
必
要
で
、
別
途
サ
ー
ビ

ス
と
な
る
。

問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
み
は

倉
掛
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
会
員
、

ま
た
は
つ
ど
え
～
る
へ
。
電
話

６
２

－

９
０
９
０
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10/20  つどえ～る防災講演会
※別記参照

10/20  自治連合会防犯パトロール
10/21  はつらつふれあいフェスタ
10/28  井原町鬼まつり（27～28日）
11/ 3～4 井原市文化祭
11/ 4  井原分団第３部試運転日
11/ 4  井原公民館球技大会

ソフトボール・バレーボール
11/ 4  岡山県高校駅伝競走大会

男子11：00S 女子11：10S
11/ 9～10 倉掛少年団防火パトロール

９日出発式 18：50集合
10日パトロール19：20集合

11/ 9～15 秋の全国火災予防運動
11/11  防火デー式典（井原小学校）
11/11  倉掛少年団資源回収 8：00～

※雨天予備日 11/25
11/18  井原公民館学習作品発表会
11/23  サロンあすは秋の旅行
12/ 9  倉掛少年団クリスマス会

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆

倉 掛 新 聞協力／中国新聞井原販売所

倉 掛 ほ っ と 情 報
■５年生と地元住民の交流会

倉掛の小学５年生児童と住民のふれあい交
流会が９月２７日につどえ～るで行われ、井
原小学校の落合校長と田口先生を含む１６人
が参加した。カルタ取りに続いてのお話しタ
イムでは、川相肇さん（１組）が「子どもの
ころは馬乗りをよくした。負けたら何回でも
馬になるのがルール…」と懐かしい遊びを紹
介すると、子どもたちは笑顔を浮かべながら
興味深そうに聞いていた。

難所に挑戦

倉
掛
パ
ソ
コ
ン
教
室

年
賀
状
の
作
成
を
代
行

①幼年部４００ｍＲ

松田琴風

③ボールけりリレー

川相順子、田中陽子

④中学生４００ｍＲ（女）

山元菜々美

⑦親子４００ｍＲ（女）

倉橋未玖

⑪地域防災リレー

平井裕子

⑫消防団４００ｍＲ

妹尾英哲、瀬藤慎二

⑮壮年４０代４００ｍＲ

山元幸治、渡辺伸太郎

⑰玉入れ競技

川相順子、西村道子、

江草祐子、田中陽子、

渡辺絵未（敬称略）

＜倉掛の選手＞

三徳山三佛寺投入堂へ
倉掛山岳
同 好 会

恐
怖
を
克
服
し

絶

景

を

堪

能

目
立
っ
た
山
ガ
ー
ル

か
ず
ら
坂
を
登
る
田
中
さ
ん

１
着
に
入
っ
た
親
子
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
で
快
走
す
る
倉
橋

未
玖
選
手
（
右
）

壮
年
40
代
リ
レ
ー
は
僅
差
で

２
着
＝
山
元
幸
治
選
手

瀬藤慎二選手＝消防団
リレーは３着


